
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

官民連携のプラットホームとして会議を設置しています。 

 世界中の多くの都市で，都市の魅力を向上
させ，まちなかのにぎわいを創出するため，
道路などの公共空間を車中心から”人中心”の
空間へと再構築し，人々が集い憩い多様な活
動を繰り広げられる場へとしていく取組が進
められています。 

ニューヨーク･タイムズスクエア 

出典：ウォーカブルなまちづくり（国土交通省都市局資料） 

「Walk」＋「able」＝歩きたくなる 

歩く できる 

１ ウォーカブルなまちなかの形成に向けた取組の背景（取組の経緯） 

 

まちなか公共空間の取組について（第５回会議資料） 

出典：国土交通省資料 

２ 呉まちなか公共空間デザイン会議の設置とビジョンの策定（取組の経緯） 

 

呉市でも取組をスタートします。 

蔵本通り・中央公園一帯の区域（まちなか公共空間） 

居心地が良く歩きたくなる 

ウォーカブルな空間を目指す 

様々なまちづくりを結び回遊性の向上を図る場 

まちなかでの出会い・交流・滞在を促進する場 

○S63 に車道を６車線から４車線に縮小し， 
公園空間を確保（人中心の空間形成） 

○呉駅周辺地域総合開発を始め，様々なまち 
づくりが動き出している 

○公共空間の活用について議論の高まり 

都市の多様性が 

イノベーションを生み出す 

（Jane Jacobs（アメリカ・作家）） 

街の主役は人 

（Jan Gehl 

（デンマーク・建築家）） 

 

街の主役は人で，多様な人が集まることで 
新たなアイデアが生まれます。 

国内でも重点的に取組が進められています。 

まちなか公共空間を人中心のウォーカブルな空間として再構築し
ていくに当たり，学識経験者等から幅広く意見を求めるとともに，
呉市，広島県，市民及び事業者等がビジョンを共有し，ともにまち
づくりを推進していくため，デザイン会議を設置しました。 

ビジョンとして呉まちなか公共空間デザイン計画を策定しました。 

資料３ 
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主体的な関わりを創出するため，社会実験中の運営

団体として「OURS LABO」を設置 

（OURS LABO 設置要綱） 

３ 社会実験の概要と実施結果（資料４ 社会実験を終えて） 

 

呉市まちなか公共空間社会実験 

令和 6 年 10 月 11 日（金）～11 月 10 日（日） 

＠中央公園５～８ブロック一帯のエリア 

(1)目的 

(1) 呉まちなか公共空間デザイン計画で定める取組（これからのまちなか公共空間の新しい使い方）の効果・課題の検証 

⇒新たなアクティビティ・コンテンツの導入や空間の再構築等に関する取組の個別の評価に加え，これらの取組が，呉まちなか公共空間

デザイン計画の未来ビジョンに掲げる「ＯＵＲＳ 呉の魅力を高め、日常の暮らしを豊かに」に繋がっていくものか。 

(2) プレーヤーの発掘と関係者の繋がりの創出 

⇒未来ビジョンに掲げる「ＯＵＲＳ」の実現に向けた機運醸成 

リーディングエリアとなる中央公園５～８ブロック一帯のエリアを対象として，呉まちなか公共空

間デザイン計画の管理・運営及び整備の方針で示す取組について，一時的に設置 

(2)実施体制 (3)実施内容 

社会実験に参画する市民等 

社会実験の実施体制 実施した取組の概要 

8ﾌﾞﾛｯｸ 

7ﾌﾞﾛｯｸ 

6ﾌﾞﾛｯｸ 

5ﾌﾞﾛｯｸ 
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上 まちなか HUB 

下 遊具の貸出・情報の発信 

①売店建物を利用し
たまちなかＨＵＢの
設置 

(4)結果の概要 

社会実験の経過を 

記事としてアップ 

②空間内へのアクティビティとコンテンツ
の導入 

左上 組立式遊具       右上 くれまち青空パークヨガ 
左中 ベンチ・テーブル等   右中 ハンドメイドワークショップ 

左下 卓球台         右下 キッチンカーの出店 
 

○新たな遊具やベンチ・テーブル，フリー
スペース等が多く利用された。 

 新しい遊具や遊び

道具の貸し出し本当

に有難い！ 

●実験中利用したもの 

ベンチ・テーブル，テント，人工芝の設置，遊ぶ機能
（遊具等）の導入， 
多彩なアクティビティ（チャレンジ環境の創出），飲食
機能の導入 

パークマネーシャーの常駐，遊具の貸出，チャレンジ等の相談窓口，フリースペースとしての開放
（無料 Wi-Fi），カフェの運営，情報の発信 

（社会実験に参画する市民等（運営キャスト等）の評価） 

①運営キャスト・スタートアップキャスト 
○開放的な空間を活用できる，取組を多くの人に知ってもらう

ことができる，多くの人と出会う場となるなどの理由から，
まちなか公共空間の使用の意向は高く，全ての参加者が仕組
みをつくるべきであると考えている。 

 
②移動式店舗出店者（キッチンカー） 
○仕組みづくりや出店の意向は高いが事業性や出店環境につい

ては意見が分かれている。 
○キッチンカーの売上げは平日・休日ともに約２万円 

（オンラインアンケート調査結果） 

（オンラインアンケート調査結果） 

●カフェの運営 

○ホットサンド等の軽食やドリンク 
の販売 

○平日は約１万円，休日は約４万円の
売上げ 

 手軽な値段の子
ども向けメニュー

もあれば嬉しい。 

●パークマネージャーの常駐に関する評価 ●フリースペースに関する評価 

●SNS を活用した 
情報発信 

●チャレンジ環境の仕組みに関する評価 

●あったらいい機能・場所 （オンラインアンケート調査結果） 

（キャスト・出店者報告書） 

（オンラインアンケート調査結果） （オンラインアンケート調査結果） 
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④公園空間の一体化（橋の歩行者専用化） 

中央公園７ブロック左岸側の駐車場へ滞留空間を創出（ベンチ・テーブル，飲食機能を設置） ③水辺空間の活用
（駐車場の一部公
園空間化） 

滞在空間の創出       
 

10/29（火）から 10/31（金）までの期間のみ利用 
※11/1 は雨天で出店中止 

 駐車場を壊さ
ないで欲しい ○水辺における新たな 

 風景が生まれた。 
○一方で駐車場の存置 
 に関する意見も確認 

上段 歩行者専用化  下段 滞留空間の創出 

弥生橋及び楓橋の市道の車両の通行規制を実施し，中央公園６～８ブロックの一体化を図る。 
橋りょう上にも滞留空間を創出 
 

●交通規制による交通量の変化 

○花見橋における交通量の増加が顕著 
（楓橋や弥生橋を迂回し，花見橋から各方向へ向かう交通が増加） 

○通行規制によって蔵本通りを迂回する交通量が増加 

※実験中に交差点の信号処理によって渋滞することはなかった。 
（調査員聴き取り） 

交通量調査結果 

（オンラインアンケート調査結果） 

●道路（橋）の歩行者専用化に関する評価 
（オンラインアンケート調査結果） 

花見橋西詰交差点 
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⑤ハレの場の 

創出 

⑥意識調査や滞在者調査 

⑦自動運転に関する
社会実験との連携 

左 街の森のアトリエ  右 くれ食の祭典 自動運転車両 

自動運転車の走行実験，デジタルスタンプラリーの実施 

オンラインによるアンケート調査，交通量の測定の実施 

 
 ●歩行者交通量の変化 

○まちなかＨＵＢなどの取組を実施していた中央公園８ブロック周辺の歩行者交通量が増加して
いる。 

○最も変化が大きかった蔵本通り東側において，平日では約２倍，休日では約３倍となった。 

交通量調査結果 

（オンラインアンケート調査結果） 

●まちなか公共空間の評価 
（オンラインアンケート調査結果） 

○実験中の空間に対する評価が上昇 
（普段：53.9%→社会実験中：91.3%） 

○自動運転車の走行実験（堺川通り～れんがどおりを走行） 

○デジタルスタンプラリー（４つのスタンプを集めるとカフェで 

利用できるクーポンを取得）の実施によって，まちなか公共空間 

の散策も促進 

○デジタルスタンプラリー期間中のカフェ（OURPARK）の売上げ 

 が期間外と比較して上昇（期間外 1.9 万円／日→期間中約 2.5 万

円／日） 

 

街の森のアトリエ（10/12・13），
くれ食の祭典（11/10） 
 

○公園空間の一体化によって来場者の安全な移

動動線が確保され，公園ブロックをまたいだ一

層の賑わいを生み出せた印象です。 

○車両の通行止めをして，公園空間の一体化を実

施されたことは，斬新なアイデアでよかったと

思います。 

 

●滞在時間の変化 
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⑥意識調査や滞在者調査 カメラ撮影データやビッグデータ等を用いた滞在者調査の実施 

 
 

●アクティビティ調査（移動調査） 

●周辺への影響調査（ビッグデータ） 

○公園滞在者の商店街周辺エリアへの回遊行動が増加 
○商店街エリアについて，滞在者数，平均滞在時間，立ち寄り箇所数がそれぞれ増加 

商店街エリア 

●周辺への影響調査（ビッグデータ） 

○社会実験時では来訪者数が増加，
イベント開催時に特に来訪者が増加 

※来訪者数はビッグデータの数値であり，実際の
来訪者数を表しているものではありません。 

【平常時】 
○既存の大型遊具で主にアクティビティ

が発生 
 
【社会実験時】 
○設置したモノを中心に新たにアクティ

ビティが発生 
○モノの貸出によりモノの設置がない 

場所も活用された 
 

調査日の 8:30～19:30 において，１時間に１回公園内の様子をビデオ撮影。【平常時】10/5（土）,   
6（日）,9（水），【社会実験時】10/26（土），26（日），30（水），31（木） 

 
 

○８・７ブロックで滞留者が大きく増加 
 

（広島大学都市・建築計画学研究室） 

（広島大学都市・建築計画学研究室） 

（広島大学都市・建築計画学研究室） 

※ 

（広島大学都市・建築計画学研究室） 
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(5)社会実験から見えてくること 

目的(1) 呉まちなか公共空間デザイン計画で定める取組（これからのまちなか公共空間の新しい使い方）の効果・課題の検証  

 ①個別の取組の高い評価  ②未来ビジョンへ繋がる取組 

・フリースペースの開放や道路の歩行者空間化による公園
空間の一体化などに関する評価は約９０％の人が良い取

組であると評価するなど，多くの取組が高い評価 

・滞在を促す空間づくりやチャレンジ環境の創出等によって，滞在を促すとともに，日常生活の営みの充実感が増す
など暮らしの豊かさを実感する兆しが見られる。 

・起業等に向けたステップアップや空間内における消費活動，商店街等の周辺エリアへの回遊など地域経済への効果
も期待できる。 

・来訪者の観光のきっかけをつくるなど，周辺のまちづくりを結びつけるような状況も見られ，今後，South Zone
を中心として更なる取組が必要 

・本格的な整備と併せた持続可能な運営体制を検討する必要がある。 

⇒取組の個別の評価に加え，これらの取組が，未来ビジョンに掲げる「ＯＵＲＳ」に繋がっていくものか。 

 子供達と週末どんぐり
公園にいくのが楽しみに
なりました。子供も大人
も楽しめて，4 時間程滞
在しました。 

 実験期間中の明るい空気や「呉市

にもこんないい場所が増えたのか！

期間限定なんて勿体無い……」と思

える雰囲気・街づくりが実現できて

いるように見えました。 

みんなが好きなこ
とを自由に取り組
み，見ているだけで
楽しくて，いい街だ
なーと思いました。 

 お客様に呉の魅力をお
話しすることができ，観
光をして帰ってもらうき
っかけとなり嬉しく思い
ます。 

目的(2) プレーヤーの発掘と関係者の繋がりの創出 

 新たな出会いの創出 

⇒未来ビジョンに掲げる「ＯＵＲＳ」の実現に向けた機運醸成 

・新たな出会いや繋がりが生まれるとともに，まちづくりに参画
することへの意識の醸成と新たな取組への展開が見られた。  新たな出会いの場にもな

り，自身の知見も広がりまし
た。参加された方々の中にも
交流が生まれたりと，やって
みて良かったなと思える取組
でした。 

 社会実験で出会えた方々との人と
人との輪を広げられたことで色々な
可能性が開けたと感じています！呉
市が活気ある街になることが楽しみ
で，その中で，自分もまたその一員
になれたら嬉しいです。 

呉を盛り上げる一役
になれたことに感謝 

（オンラインアンケート調査結果） 

（オンラインアンケート調査結果） 
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４ デザインワークショップの概要と実施結果（資料５ デザインワークショップを終えて） 

 

(1)目的 
リーディングエリアとなる中央公園５～８ブロック一帯のエリアを

対象として，導入する機能や施設配置等を検討するに当たり，市民意見

を取り入れるためのワークショップを開催 

(2)実施概要 

ＤＡＹ１ 

令和６年１０月２０日（日） 

１３：３０～１６：３０ 

＠中央公園８ブロック売店建物 

 まちなか公共空間のビジョンを知ろう！ 

 呉まちなか公共空間デザイン計画で掲げるビジョ

ンを共有し，チーム別に空間内の散策とアイデアだ

しのブレインストーミングを実施 

１３名 

令和６年１２月８日（日） 

１３：３０～１６：１０ 

＠ビューポートくれ３階大ホール 

ＤＡＹ２ 

 必要な機能と配置を考えよう！ 

 ＤＡＹ１で出てきたアイデアを基に，まちなか公

共空間内に必要な機能とその配置などについてチー

ム別に意見交換を実施 

１３名 

ＤＡＹ３ 

令和７年１月２６日（日） 

１３：３０～１７：００ 

＠ビューポートくれ３階大ホール 

 基本デザインをとりまとめよう！ 

 ＤＡＹ１，ＤＡＹ２のアイデアを基に，まちなか

公共空間の未来の姿となる基本デザインをチーム別

にとりまとめ 

１２名 

参加登録者総数：２６名 

○各日とも三つのグループにわかれて意見交換を実施 
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(3)提案されたデザイン案 ※この案を含めた３つチームによる施設等の導入案は，市民意見によるものであり，呉市の決定した案ではありません。 
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５ 今後の取組について 

 

 呉まちなか公共空間デザイン計画のアクションプラン（Ｐ５４第４章）に即して，社会実験及びデザインワークショップの結果を整理し，リーディングエリアにおける取組を次のとおり進めていく。 

新たなコンテンツ 
の導入 

 

○フリースペース（自由に滞在できる 

建物）に関する評価は高い。 

○貸出遊具に関する評価は高い。 

○ベンチやテーブル，日陰，カフェ， 

Wi-Fi 設備などの導入が望まれてい 

る。 

川沿いの 
水辺空間の活用 

○水辺空間へのキッチンカーの出店等 

によって，水辺空間の新たな風景が 

見られた。 

○一方で，駐車場の存置の要望もある。 

○この度の社会実験では 

取組未実施 

堺川通りの再編 新たな運営方法の導入等 

○パークマネジージャーの配置に関する 

評価は高く，カフェ等の収益事業の導 

入も望まれている。 

○空間の使用の意向は高く，多様な取組 

を可能とする制度が望まれている。 

 

○ベンチ・テーブル，屋根等の休憩

施設 

○カフェなどの飲食店，屋台 

○衛生面に配慮したトイレ 

○新たな遊具，Wi-Fi 設備 

○チャレンジ機能（コンテナ等） 

○芝生空間 

○アーバンスポーツ施設 など 

 

○駐車場から公園空間への土地利用

転換 

○商店街と連携したテラス席やデッ 

キ空間の整備 

○川を眺められるベンチ・テーブル 

○キッチンカーの配置 

○桜などの植樹による並木整備 

○屋根付きの橋上広場 

○川沿いの歩行空間の整備 

今後の取組の方向性 

①基本デザインの策定（Ｒ７年度～） 
 社会実験及びワークショップにおける提案を踏まえながら，再整備や新たな運営に向けた基本デザインをとりまとめる。 

○公園を分断する市道の歩行者空間化に

ついて，安全性が向上し，良いと取組

であるとの評価が高い。 

○通行止めによる渋滞等は発生していな

い。 

○公園空間をまたいだ一層のにぎわいが

生み出せた。 

○一方で，通行止めに対する反対意見 

も存在 

公園空間の一体化 

※今後の SouthZone の取組も意識しながらとりまとめを行う。 

②再整備や新たな運営に向けた更なる機運の醸成（Ｒ７年度～） 
 再整備等までの期間における既存施設の有効活用や活用の検証 

・ゾーニングや施設配置，空間再編等に関する計画 

・エリア全体の 
駐車場の在り方の検討 

 

・官民連携による整備・運営手法の検討
（サウンディング調査の実施） 

・多様な使用を実現するための制度検討 

 

 

○弥生橋や楓橋の通行規制による

空間の一体化 

○屋根付きの橋上広場 

○蔵本通り歩道や河川との一体的

な空間整備 

○図書館との接続デッキ 

 

○マルシェやイルミネーションの開催，

キッチンカー出店，音楽や食に関する

イベントなどの開催 

○アート体験，ペインティング教室 

○商店街との連携 

 

○自転車道の整備などの 

道路空間の再編 

○商店街と連携したテラ 

ス席の設置 

・官民連携による整備・運営手法の検討
（サウンディング調査の実施） 

・再整備までの期間における既存施設

の有効活用（８ブロック売店建物の

暫定活用） 

・水辺空間や堺川通りにおける暫定活用 

（水辺を意識した活用の検討） 

Ｒ８年度に一部先行整備（ベンチ・テーブル等）を想定 

本格的な導入機能の 

整備へ反映等 
・再整備までの期間における既存施設

の有効活用（８ブロック売店建物の

暫定活用） 

本格的な導入運営へ 

反映等 本格的な導入機能の 

整備へ反映等 


